



Relation between the Effects














































































「自己促進的ユーモア（self-enhancing  humor）」「攻撃的ユーモア（aggressive  humor）」の 4 つの下位尺度から構成さ
れた支援的ユーモアに関する尺度（HSQ：Humor  Styles  Questionnaire）を構成している。HSQ においては、「自己」
に関連するユーモアは、「自己促進的ユーモア」と「自虐的ユーモア」に分けられており、宮戸・上野（199６）の尺度の











































　男女差の検討を行うために、各尺度得点について t 検定を行った（Table 1 ）。その結果、「親和的ユーモア」は、女性
が男性よりも有意に高い得点を示した。また信頼性を検討するため、標準化されている SDS 以外の尺度を因子ごとに
















（Figure 1 ）。分析を行うにあたって、変数を以下の 3 つの水準に分けた。第 1 水準は、①親和的ユーモア、②自虐的ユー
Table １. 男女別記述統計量と信頼性
全　体 男　性 女　性
M SD M SD M SD t
ネガティブ事象の受容性（α =.80） 34.95  ６.６６  34.82  7.2６  35.0６  ６.18  －0.22
ネガティブ事象における持続性（α =.83） 20.47  4.95  20.2６  5.６4  20.６3  4.34  －0.45
親和的ユーモア（α =.85） 41.23  8.47  39.６3  9.08  42.52  7.77   －2.12*
自虐的ユーモア（α =.78） 25.６4  8.40  25.7６  7.54  25.55  9.09  　0.1６
自己促進的ユーモア（α =.91） 18.01  7.53  17.18  8.11  18.６9  7.00  －1.23
攻撃的ユーモア（α =.73） 19.13  5.8６  19.50  ６.６0  18.83  5.20  　0.70
抑うつ 44.97  10.0６  4６.00  10.６1  44.13  9.57  　1.14
  *p<.05











抑うつ － .６5** － .49** － .14 .18* － .６0** .21** 44.97 10.0６
受容性 ― .54** .29** － .01 .43** － .00 34.95 ６.６６3
持続性 ― ― .09 － .0６ .48** － .13 20.47 4.95
親和的ユーモア ― ― ― .23** .29** .10 41.23 8.473
自虐的ユーモア ― ― ― ― － .0６ .30** 25.６4 8.404
自己促進的ユーモア ― ― ― ― ― .02 18.01 7.529
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